
店を訪れた野球選手の
サイン色紙やサインポー
ルがずらり

き
も
の
講
師
で
あ
り
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
「
バ
ル
チ
ー
ダ

２
０
０
１
」
を
主
宰
す
る
池
田

乃
子
さ
ん
が
、
お
住
ま
い
の
あ

る
兵
庫
区
を
中
心
に
、
お
す
す

め
の
お
店
を
ご
紹
介
。

出
発
前
に
、
毎
回
着
物
に
合

せ
て
髪
を
セ
ッ
ト
し
て
も
ら
う

美
容
室
「
サ
ロ
ン
ド
・
テ
ル
」

へ
。
オ
ー
ナ
ー
の
城
平
直
子
さ

ん
が
美
し
く
髪
を
結
っ
て
く
れ

る
。
カ
ッ
ト
２
５
０
０
円
～
、

パ
ー
マ
６
５
０
０
円
～
。
（
冠

０
７
８
１
５
７
６
１
３
７
１
６
）

特
集
・
き
も
の
美
人
お
す
す
め

お
い
し
い
お
店

ほ
っ
と
く
つ
ろ
げ
る
お
店

び
っ
と
・
い
ん

0０

｢サロンドテル」の明るい女性たちと

Ｊ
Ｒ
兵
庫
駅
山
側
に
あ
る
カ

フ
ェ
コ
ー
ー
マ
」
は
、
カ
リ
ッ

と
し
た
パ
ン
と
、
イ
タ
リ
ア
ン

ド
レ
ッ
シ
ン
グ
の
サ
ラ
ダ
が
お

い
し
い
ん
で
す
」
と
池
田
さ
ん

が
お
気
に
入
り
の
モ
ー
ニ
ン
グ

カ
フ
ェ
「
二
ｌ
マ
」

蝿
i:涌

雪‘'ョ
写

禦乱
・才一室

ア

Ⅲジー-

聯

Ｉ

■

セ
ッ
ト
（
４
５
０
円
・
コ
ー
ヒ
ー

付
）
を
食
べ
に
毎
朝
立
ち
寄
る

お
店
。
コ
ー
ヒ
ー
専
門
店
で
あ

り
、
ブ
レ
ン
ド
（
３
５
０
円
）

の
ほ
か
に
も
ガ
テ
マ
ラ
、
モ
カ

マ
タ
リ
、
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
な

ど
多
数
の
種
類
が
揃
う
。

店
は
豊
村
道
子
さ
ん
と
孝
子

さ
ん
の
美
人
母
娘
が
経
営
し
、

孝
子
さ
ん
が
焼
く
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー

ト
ッ
キ
や
ワ
ッ
フ
ル
盆
〈
に
コ
ー
ヒ
ー

セガ
セ
ッ
ト
で
６
５
０
円
）
も
人
気
。

一
一モ

■
カ
フ
ェ
ニ
ー
マ

く津
神
戸
市
兵
庫
区
羽
坂
通
４
１
２
‐
加

、乱
蛮
０
７
８
１
５
７
９
１
０
７
０
３

幅
８
悲
釦
～
把
叫
”

ｆ御
日
畷
休

さ田池

銅

デー逆＝曽

Ｌｍｓ
篇■

＝

カフェ「ニーマ」の看板娘・孝子さんの作るシフォンケーキが評判

一＝

園

鍵
職瞳一

;懇 Ｉ
錆
一
蕊

こ
ち
ら
も
池
田
さ
ん
が
毎
晩

の
よ
う
に
立
ち
寄
っ
て
い
る
お

店
。
Ｊ
Ｒ
兵
庫
駅
山
側
の
大
通

り
を
北
へ
、
３
本
め
の
通
り
を

東
へ
入
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
串

か
つ
の
お
店
。
赤
い
看
板
が
目

印
。
店
長
の
岡
田
知
さ
ん
は
大

の
オ
リ
ッ
ク
ス
フ
ァ
ン
で
、
店

名
は
イ
チ
ロ
ー
選
手
の
背
番
号

「
副
」
か
ら
。
オ
リ
ッ
ク
ス
の

若
手
選
手
な
ど
も
よ
く
飲
み
に

来
る
と
か
。
阪
神
フ
ァ
ン
や
オ

リ
ッ
ク
ス
フ
ァ
ン
の
常
連
客
も

多
く
、
毎
晩
野
球
の
話
で
盛
り

上
っ
て
い
る
と
か
。

串
か
つ
は
全
品
１
０
０
円
。

明
太
子
や
げ
そ
串
が
人
気
。
お

ま
か
せ
コ
ー
ス
は
加
串
に
小
鉢

が
つ
い
て
１
０
０
０
円
。
串
を

揚
げ
る
油
に
気
を
使
っ
て
い
て
、

た
く
さ
ん
食
べ
て
も
胸
焼
け
が

せ
ず
、
お
年
寄
り
で
も
ど
ん
ど

ん
食
べ
ら
れ
る
の
が
人
気
の
秘

訣
だ
。
生
ビ
ー
ル
３
８
０
円
、

チ
ュ
ー
ハ
イ
２
８
０
円
。
「
そ

れ
に
岡
田
さ
ん
ご
夫
妻
の
人
柄

串
か
つ
「
五
十
一
」

＝＝己
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ン
・
デ
ー
で
、
専
属
の
プ
ロ
ギ

タ
リ
ス
ト
、
ジ
ャ
ズ
ギ
タ
リ
ス

ト
も
出
演
。
ロ
ッ
ク
、
オ
ー
ル

デ
ィ
ー
ズ
な
ど
幅
広
い
ジ
ャ
ン

ル
の
ラ
イ
ブ
や
セ
ッ
シ
ョ
ン
が

行
な
わ
れ
、
三
線
な
ど
の
和
楽

器
と
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
も
多
い
。
カ
ウ

ン
タ
ー
と
テ
ー
ブ
ル
席
が
あ
り
、

ビ
ー
ル
５
０
０
円
、
カ
ク
テ
ル
６

０
０
円
～
・
チ
ャ
ー
ジ
５
０
０

円
～
。

再説
‐
‐
酒
一
咽
仰
翻
個
‐
野
一
一

､帝=＝＝『

Ｌ、

蕊､”
園
串
か
つ
五
十
一

神
戸
市
兵
庫
区
羽
坂
通
４
１
２
１
旧

蓬
莱
ピ
ル
ー
階

盃
０
７
８
１
５
７
８
１
８
７
５
１

〃
叩
叩
～
四
ｍ
伽

‘塊

が
い
い
の
で
、
毎
晩
通
っ
て
来

る
常
連
さ
ん
が
多
い
ん
で
す
よ
。

私
は
い
つ
も
わ
が
ま
ま
メ
ニ
ュ
ー

の
一
品
料
理
を
作
っ
て
も
ら
い

ま
す
」
と
、
池
田
さ
ん
。

卿謬壷曲

麗障
若い岡田さんご夫妻がきりもりするお店「五十一」｢ＪＵＫＥＢＯＸ」のオーナーの薮田さん、スタッフと一緒に

現
在
、
土
曜
・
日
曜
に
出
演

す
る
オ
ー
ル
デ
ィ
ー
ズ
の
バ
ン

ド
、
女
性
の
み
の
バ
ン
ド
、
女

性
ボ
ー
カ
リ
ス
ト
を
募
集
し
て

い
る
。
ハ
コ
貸
し
（
ノ
ル
マ
あ

り
）
も
Ｏ
Ｋ
。
く
わ
し
く
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
。

場
所
は
変
わ
っ
て
Ｊ
Ｒ
神
戸

駅
高
架
沿
い
。
居
酒
屋
室
廻
馬
」

の
下
に
あ
る
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
＆

バ
ー
「
Ｊ
Ｕ
Ｋ
Ｅ
Ｂ
Ｏ
Ｘ
」
。

池
田
さ
ん
は
よ
く
こ
こ
で
、
ほ

ろ
酔
い
気
分
で
ピ
ア
ノ
を
披
露

す
る
と
か
。
オ
ー
ナ
ー
の
蔽
田

英
二
さ
ん
も
ギ
タ
リ
ス
ト
。
水

曜
・
木
曜
は
ジ
ャ
ズ
セ
ッ
シ
ョ

そ
の
隣
り
の
「
心
や
」
は
、

ト
タ
ン
張
り
が
レ
ト
ロ
な
串
焼

き
屋
さ
ん
。
雑
誌
等
で
も
有
名

で
、
某
ア
パ
レ
ル
メ
ー
カ
ー
の

社
長
や
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
な
ど
、

隠
れ
家
的
に
お
気
に
入
り
に
し

て
い
る
人
も
多
く
い
る
ら
し
い
。

オ
ー
ナ
ー
の
ゆ
う
さ
ん
と
池
田

さ
ん
は
よ
く
飲
み
に
行
く
お
友

達
。
材
料
は
純
神
戸
肉
を
使
用
、

シ
ャ
カ
ネ
タ
な
し
、
す
べ
て
朝

び
き
の
新
鮮
な
も
の
ば
か
り
。

ホ
ル
モ
ン
串
焼
き
１
２
０
円
～
。

お
す
す
め
は
も
つ
煮
込
み
（
４

５
０
円
）
、
レ
バ
さ
し
（
５
０

０
円
）
。「
ご
紹
介
し
た
お
店
は
、
お

い
し
く
て
、
ほ
っ
と
癒
さ
れ
る

ラ
イ
ブ
＆
カ
ク
テ
ル
バ
ー

「
Ｊ
Ｕ
Ｋ
Ｅ
Ｂ
Ｏ
Ｘ
」

ホ
ル
モ
ン
・
串
焼
「
心
や
」

０

β

ピアノの腕前を披露する池田さん

■
Ｊ
Ｕ
Ｋ
Ｅ
Ｂ
Ｏ
Ｘ

神
戸
市
中
，
央
区
元
町
高
架
通
７
丁
目

公
０
７
８
‐
３
５
１
１
３
７
０
０

コ
ヰ
画
く
啓
呉
の
可
Ｏ
×
・
４
の
く
の
『
．
ｇ
、

レトロな食堂同の「心や｣。オーナーのゆうさん

と
こ
ろ
ば
か
り
。
仕
事
の
合
間

や
終
わ
っ
た
後
に
行
っ
て
、
仲

間
と
楽
し
く
過
ご
し
ま
す
」
と

池
田
さ
ん
。

■
心
や

神
戸
市
中
央
区
元
町
高
架
通
７
丁
目

合
Ｏ
７
８
１
３
６
０
Ｉ
５
５
６
４

Ｆ
牝
釦
～

と
り
あ
え
ず
無
休

池
田
乃
子
さ
ん
か
ら

お
知
ら
せ

劇
団
Ａ
Ｓ
Ａ
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

第
岨
回
公
演

加
月
妬
日
出
ｕ
時
開
演

第
１
部
「
大
正
ロ
マ
ン
歌
絵
巻
」

第
２
部
「
額
田
女
王

Ｉ
紫
の
匂
え
る
女
ｌ
」

場
所
／
芦
屋
ル
ナ
ホ
ー
ル

料
金
／
前
売
２
０
０
０
円

当
日
２
５
０
０
円

問
合
せ
／

ａ
Ｏ
７
９
７
１
３
２
‐
１
９
８
４

（
阿
部
）

ａ
Ｏ
７
９
８
１
７
４
１
２
５
０
５

（
下
平
）
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Ｉ

Ｃ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｍ
Ａ

劇
団
民
雲
公
演

「
二
人
の
長
い
影
」

Ⅲ
／
創
閃
旧
恥
釦
開
演

神
戸
文
化
ホ
ー
ル

一
般
４
５
０
０
円
（
全
席
指
定
）

ｅ
問
い
合
せ
／
神
戸
・
芦
屋
民
雲
の
仲
間

盃
０
７
８
１
３
９
１
１
４
８
５
８

（
「
グ
リ
ル
青
凹
内
）

作
家
・
山
田
太
一
が
、
実
在

の
女
性
の
手
記
を
も
と
に
書
き

下
ろ
し
た
作
品
。
昭
和
加
年
、

朝
鮮
北
部
で
敗
戦
を
迎
え
、
両

親
を
失
い
な
が
ら
も
唱
人
の
孤

児
た
ち
の
面
倒
を
見
な
が
ら
博

多
港
へ
辿
り
つ
い
た
主
人
公
は
、

戦
後
師
年
後
の
２
０
０
２
年
、

か
つ
て
シ
ベ
リ
ア
に
抑
留
さ
れ

音
信
不
通
と
な
っ
た
婚
約
者
と

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｙ

源
流
を

演
目

イベント

ト
リ
ノ
を
舞
台
に
し
た

美
し
い
ラ
ヴ
・
ス
ト
ー
リ
Ｉ

スケジュール

2003国09-10

原作／山田太一南風洋子

大
和
松
蒔
「
舞
の
会
」

相
／
２
附
打
缶
卯
開
演

神
戸
文
化
ホ
ｉ
ル

着
物
の
古
生
地
で
作
っ
た
夜

会
服
を
身
に
ま
と
い
、
舞
う
モ

ダ
ン
ダ
ン
ス
と
男
性
ソ
プ
ラ
ノ

歌
手
の
コ
ラ
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
。

ジ
ー
ベ
ッ
ク
ホ
ー
ル
を
オ
ペ

ラ
ハ
ウ
ス
に
見
立
て
、
オ
ペ
ラ

を
見
る
た
め
に
集
う
日
の
高
揚

感
、
厳
粛
さ
、
余
韻
を
演
出
し

な
が
ら
、
日
本
の
着
物
文
化
の

現
代
的
な
紹
介
を
テ
ー
マ
に
行

な
う
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
。

演
奏
は
男
性
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
・

岡
珍
本
型
盲
同
チ
ェ
ン
バ
ロ
奏
者
・

大
塚
直
哉
、
制
作
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
細
川
麻
衣
、
振

付
は
藤
田
佳
代
、
企
画
は
現
代

美
術
家
・
伴
野
久
美
子
。

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

「
オ
ペ
ラ
に
ゆ
く
と
き

着
る
服
」

９
／
加
田

昼
の
部
帽
和
卯
／
夜
の
部
把
肥
釦

ジ
ー
ベ
ッ
ク
ホ
ー
ル
傘
小
Ｉ
ト
ラ
イ
ナ
ー

「
中
埠
頭
」
駅
３
分
）

前
売
一
般
４
５
０
０
円

当
日
５
０
０
０
円

（
定
員
１
公
演
１
５
０
人
）

■
ａ
Ｏ
７
８
１
３
０
３
１
５
６
０
０

日
本
で
再
会
す
る
‐
。
昔
の
話
、

と
し
て
よ
も
や
忘
れ
去
ら
れ
よ

う
と
し
て
い
る
日
本
人
の
戦
争

体
験
を
通
じ
、
人
間
の
哀
し
さ
、

滑
稽
さ
、
あ
た
た
か
さ
、
希
望

を
詞
笑
い
と
涙
で
綴
る
。
出
演

は
南
風
洋
子
ほ
か
。

ま
り
遥
ポ
プ
リ
コ
ン
サ
ー
ト

「
お
元
気
で
す
か
」

さ
わ
や
か
な
歌
声
と
幅
広
い

レ
パ
ー
ト
リ
ー
で
、
関
西
、
東

京
方
面
で
活
躍
す
る
歌
手
・
ま

り
遥
。
神
戸
で
年
に
１
回
続
け

て
い
る
自
主
コ
ン
サ
ー
ト
も
第

辿
回
め
を
迎
え
た
。

足

＝テ

奏
で
る

前
売
一
般
５
０
０
０
円

当
日
６
０
０
０
円

③
問
い
合
せ
／
古
典
芸
能
の
会

盃
０
７
８
‐
９
１
１
１
９
５
１
３

まり遥

U旧Ｉ

時り

主
に
中
高
年
の
皆
さ
ん
に
向

け
て
「
お
元
気
で
す
か
」
の
歌

声
を
贈
る
。
懐
か
し
の
ナ
ン
バ
ー
、

そ
し
て
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
ナ
ン
バ
ー
。

東
京
か
ら
実
力
派
パ
ン
ド
メ
ン

バ
ー
を
迎
え
、
今
年
は
特
に
サ

ウ
ン
ド
も
す
ば
ら
し
い
も
の
に
。

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
シ
ェ
ル
ブ
ー

ル
の
雨
傘
」
の
ナ
ン
バ
ー
、

「
さ
ぐ
ら
ん
ぼ
の
実
る
頃
」
、
オ

リ
ビ
ア
・
ニ
ュ
ー
ト
ン
・
ジ
ョ

ン
メ
ド
レ
ー
な
ど
、
大
人
が
楽

し
め
る
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
。

市
民
映
画
劇
場
伯
月
例
会

「
ヘ
ヴ
ン
」

他
／
而
圏
・
相
出

川
坐
伽
／
憾
北
抑
／
帽
⑬
伽
／
相
叩
叩

前
売
一
般
１
３
０
０
円

当
日
１
５
０
０
円

神
戸
朝
日
ホ
ー
ル
（
大
丸
東
へ
卵
、
）

神
戸
映
画
サ
ー
ク
ル
協
議
会

公
０
７
８
１
３
３
１
１
８
５
３
８

イ
ダ
リ
ア
の
神
秘
的
な
街
・

ト
リ
ノ
。
英
語
教
師
フ
ィ
リ
ッ

パ
（
ケ
イ
ト
・
ブ
ラ
ン
シ
ェ
ッ

ト
）
は
、
夫
や
生
徒
を
死
へ
誘
っ

た
麻
薬
売
人
に
復
讐
す
る
が
失

敗
し
、
罪
無
き
人
々
を
死
な
せ

て
し
ま
う
。
死
を
覚
悟
す
る
彼

女
は
、
刑
務
官
フ
ィ
リ
ッ
ポ
と

出
会
い
、
二
人
は
恋
に
落
ち
る
。

「
ラ
ン
・
ロ
ー
ラ
・
ラ
ン
」

で
話
題
に
な
っ
た
ト
ム
・
テ
ィ

ク
ヴ
ァ
監
督
が
描
く
至
高
の
ラ

ヴ
・
ス
ト
ー
リ
ー
。
音
楽
や
、

ト
リ
ノ
、
ト
ス
カ
ー
ナ
地
方
な

ど
の
景
観
美
な
ど
も
際
立
っ
た

作
品
。
第
囲
回
ベ
ル
リ
ン
国
際

映
画
祭
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
作
品
。

※
チ
ケ
ッ
ト
プ
レ
ゼ
ン
ト
あ
り

､

〆

※
チ
ケ
ッ
ト
プ
レ
ゼ
ン
ト
あ
り

ﾛロ鴨Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
Ｃ

心
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愛
読
者
チ
ケ
ッ
ト

プ
レ
ゼ
ン
ト

☆
市
民
映
画
劇
場
Ⅲ
月
例
会
「
ヘ
ヴ
ン
」

（
ｎ
／
Ｗ
・
旧
）
ペ
ア
３
組

★
大
和
松
蒔
舞
の
会
（
㈹
／
２
神
戸
文

化
ホ
ー
ル
）
５
名

☆
映
画
館
招
待
券

●
パ
ル
シ
ネ
マ
し
ん
こ
う
え
ん
（
湊
川

公
園
）
２
名

９
／
４
～
鴫
「
ア
バ
ウ
ト
・
シ
ュ
ミ
ッ

ト
」
「
過
去
の
な
い
男
」
▽
９
／
恥
～

別
「
迎
命
の
女
」
「
ブ
ラ
ッ
ド
・
ワ
ー

ク
」
▽
９
／
弱
～
皿
／
６
「
モ
ン
テ
・

ク
リ
ス
ト
伯
」
「
銀
幕
の
メ
モ
ワ
ー
ル
」

●
ペ
レ
ー
ネ
シ
ネ
マ
（
西
区
）
ペ
ア
５

組上
映
中
～
皿
／
３
「
剛
ろ
大
捜
垂
線
２
」

▽
９
／
６
～
Ⅲ
／
３
「
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
」

▽
９
／
⑫
～
ｍ
／
３
「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
」

▽
叩
／
４
～
、
／
７
「
陰
陽
師
２
」

●
シ
ネ
モ
ザ
イ
ク
（
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
）

２
名
９
／
別
～
「
ト
ゥ
ー
ム
レ
イ
ダ
－
２
」

▽
９
／
中
旬
～
「
リ
ー
グ
・
オ
ブ
・
レ

ジ
ェ
ン
ド
」
▽
ｍ
／
４
～
「
陰
陽
師
２
」

●
西
灘
劇
場
（
灘
区
水
道
筋
）
ペ
ア
５

組９
／
６
～
四
「
チ
ベ
ッ
ト
の
女
」
「
ハ
ッ

ピ
ー
・
ヒ
ュ
ー
ネ
ラ
ル
」
▽
９
／
釦
～

皿
／
３
「
ラ
イ
麦
畑
を
さ
が
し
て
」

「
ふ
た
り
の
ト
ス
カ
ー
ナ
」

※
応
募
方
法

ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
①
希
望
す

る
チ
ケ
ッ
ト
（
劇
場
名
）
②
住
所
・
氏

名
③
電
話
番
号
④
今
月
号
の
感
想
を
書

い
て
〒
６
５
０
１
０
０
１
１
神
戸
市

中
央
区
下
山
手
通
２
１
栂
１
３
建
創
ビ

ル
４
階
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
８
１
３
３
１
－

２
７
９
５
）
「
月
刊
神
戸
っ
子
チ
ケ
ッ

ト
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
係
ま
で
お
送
り
下
さ

、
。

1０３

画チキンジョージ
TELO78声392-0146

9/7（日）新川博
10（水）「空と海と風と」浅野祥
之(9)他

13(±）THEELEPHANTKAS
HlMASHI

18（木）THEMODS
20(土）CRAZYKENBAND
21（日）MARINO
25（木）ミラクルヤング／フラワー
カンパニーズ

26（金）GEORG1EPlE

国己塞芝亘リア愛郡
TEL078-391.8081

9/6(土）辻本悪子(p）
７（日）武田有賀(p）
９（火）重水由紀(vo)片桐えみ(p）
10（水）匿津敦子(vo)多久江里
子(p）

11（木）龍智子(p)近藤美香(p）
12（金）藤渓優子(P）
14（日）中鼻佐和(v､)上田裕子
〈p）

15（月）ホルントリオニ宮あや
横田桃代五味測友敬

16（火）ジャズ原田紀子中山良
一松田忠信

17（水）久保田裕美(fl)植田浩徳

ルントリオニ宮あや
田桃代五味測友敬
ヤズ原田紀子中山良

〈p）
18（木）金津佳代子(P)近藤美香
（p）

19（金）ゆうきじゆん
20(±）奥野香織(pj
21（日）稲葉綾〈p）
22（月）小笠原薫(Vn)山内尚子

23(火)腸h裕史Iv｡)片桐えみ(p）

灘)灘柵梶票絵塁(，
、）

26（金）山本朋子(hp)武村美穂

27(土)胃II郁子(ｵーポｴ)本吉
28(日)霊1鰐i繍塗重
29（月）茎踏皇子(p）
30（火）小野朝子(Vo)大迫めぐ
み(p）

'同fEU涯j
TELO78-251-5147

9/6(土）雨宮千晶(vo)向原千草
（Sax)久保田肇(9)前田
洋二(b）

11（木）河野美紀(vo)高橋麗奈
（p)ほか

12（金）長井美恵子くp)ほか
13(土）ゴスペル“JOY3,,
18（木）藤村麻紀(vo)西田誠(9)
笹井弓翫芸(b)逸見勝(｡）

19（金）HAWA1IANハレクラニＢ
ＯＹＳ

２０(±）大石麻維子(p)ほか
25（木）大内玲子(P)ほか
27(土）大川YOKO(vo)世古昌
義(p)小出恭正(b）

子(hp)武村美穂

郁子(オーボエ)本吉

紀(vo)高橋麗奈

１３(土）ゴスペル”JoY3･’
18（木）藤村麻紀(vo)西田誠(9)
笹井克彦(b)逸見勝(｡）

19（金）HAWA1IANハレクラニＢ
ＯＹＳ

回菖屋宗兵衛
TEL078.332"1963

9/7（日）マキ漂花(vo)小田千津
子(key）

13(±）Leeast(WORLDMUSI

,6(火):藤大輔(ts,as)白井久
美子(ss)時安吉宏(b)家
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園
神
戸
外
国
ク
ラ
ブ
（
ト
ア
ロ
ー

ド
北
つ
き
あ
た
り
）
Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ

７
８
．
２
４
１
．
２
５
８
８

乏
雪
言
・
屍
○
ず
の
⑦
冒
す
。
ｇ
崎

☆
東
井
義
雄
賞
『
い
の
ち
の
言

葉
』
募
集

兵
庫
県
但
東
町
で
は
、
い
の

ち
の
教
育
を
探
求
し
続
け
た
日

本
を
代
表
す
る
教
育
者
「
東
井

☆
ア
ー
ト
な
灯
り
に
包
ま
れ
て

花
あ
か
り
フ
ェ
ス
タ
開
催

神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
タ
ウ
ン

協
議
会
創
立
加
周
年
記
念
事
業

で
も
あ
る
花
あ
か
り
フ
ェ
ス
タ

が
、
神
戸
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド

市
民
広
場
に
お
い
て
、
９
月
躯

側
、
羽
日
（
火
・
祝
）
に
催
さ
れ

る
。
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
美
し
い

〃
花
絵
″
に
あ
か
り
が
灯
り
、

幻
想
的
に
浮
か
び
あ
が
る
１

０
０
０
個
を
超
え
る
〃
花
あ
か

り
″
が
会
場
全
体
を
オ
シ
ャ
レ

に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
。
手
作
り
服

を
着
た
キ
ッ
ズ
モ
デ
ル
に
よ
る

〃
マ
マ
の
手
作
り
子
供
服
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
″
や
、
花
あ
か
り
．

ボ
ケ

ク
ト
資
金
、
奨
学
金
、
施
設
へ

の
援
助
を
し
、
子
供
た
ち
の
明

る
い
未
来
の
た
め
に
基
金
を
集

め
る
こ
と
。
子
供
た
ち
の
コ
ス

チ
ュ
ー
ム
パ
レ
ー
ド
に
始
ま
り
、

世
界
平
和
の
祈
り
、
屋
台
コ
ー

ナ
ー
、
Ｂ
Ｂ
Ｑ
、
手
作
り
ケ
ー

キ
、
ビ
ン
ゴ
に
抽
選
〈
『
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
楽
し
い
イ
ベ

ン
ト
で
盛
り
上
る
。
売
上
金
は

す
べ
て
恵
ま
れ
な
い
子
供
た
ち

の
教
育
の
た
め
に
寄
付
さ
れ
る

の
で
、
国
際
文
化
交
流
と
世
界

の
子
供
た
ち
の
幸
せ
な
明
日
の

た
め
に
、
ぜ
ひ
お
出
か
け
を
。

入
場
は
無
料
。

ー＞ﾀー

☆
Ｃ
Ｏ
ｍ
ｅ
ａ
ｎ
ｄ
Ｅ
ｎ
ｊ
Ｏ
ｙ
１

神
一
Ｒ
ク
ロ
ー
バ
ル
チ
ャ
リ
テ
イ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

今
年
も
ま
た
皿
月
焔
日
山
、

四
日
佃
加
時
～
肥
時
、
神
戸
外

国
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
、
第
５
回

悦
神
戸
グ
ロ
ー
バ
ル
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

誌
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ

匪
沌
る
。
こ
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
の
目

Ⅱ
Ｊ
鍔
害
的
は
、
日
本
、
ア
ジ
ア
、
ア
ブ

皿
弄
リ
カ
の
恵
ま
れ
な
い
子
供
た
ち

詐
麺
の
学
校
建
設
、
教
育
プ
ロ
ジ
エ

ン
サ
ー
ト
、
美
味
し
い
グ
ル
メ

に
舌
つ
づ
み
の
花
あ
か
り
オ
ー

プ
ン
カ
フ
ェ
な
ど
、
会
場
は

「
見
て
、
食
べ
て
、
楽
し
め
る
」

多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
い
っ
ぱ

い
。
「
キ
ッ
ズ
」
を
テ
ー
マ
に

し
た
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
開

催
さ
れ
る
。

心
地
良
い
秋
風
を
頬
に
感
じ
、

光
の
花
畑
で
癒
し
の
ひ
と
と
き

を
ど
う
ぞ
。
入
場
は
無
料
。

1０４

誕
生
日

あ
り
が
と
一

運
動実

行
委
員
会
を
重
ね
て
概
要

が
決
ま
り
、
い
ま
内
容
を
細
か

く
組
ん
で
い
ま
す
。
本
人
さ
ん

の
実
行
委
員
は
意
欲
い
っ
ぱ
い
、

本
人
決
議
で
社
会
に
ア
ピ
ー
ル

す
る
こ
と
も
決
ま
り
ま
し
た
。

誘
い
合
っ
て
た
く
さ
ん
の
方

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
日
時
ｎ
月
２
日
㈹
９
時
半

受
付
皿
時
～
妬
時

◇
会
場
神
戸
市
生
涯
学
習
支

援
セ
ン
タ
ー
中
央
区
吾
妻
通

◇
プ
ロ
グ
ラ
ム

①
「
は
な
す
」
本
人
グ
ル
ー
プ

の
意
見
発
表
と
オ
ン
プ
ズ
マ
ン

と
し
て
学
生
サ
ポ
ー
タ
ー
グ
ル
ー

プ
の
発
表
で
す
。

②
「
つ
く
る
」
本
人
誹
師
を
中

心
に
小
物
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

③
「
う
た
う
・
お
ど
る
」
バ
ン

ド
演
奏
・
車
椅
子
社
交
ダ
ン
ス

も
あ
り
、
み
ん
な
で
歌
っ
た
り

お
ど
っ
た
り
、
楽
し
く
も
り
あ

が
り
ま
し
ょ
う
。

そ
の
他
各
グ
ル
ー
プ
か
ら
の

展
示
即
売
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。

ｉ
Ｕ

誕
生
日
あ
り
が
と
う
連
動
本
部

〒
６
５
０
．
８
７
９
０
神
戸
市

中
央
区
中
町
通
４
．
２
．
ｕ
村

上
ビ
ル
Ｂ
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
８
．
３

６
０
●
１
２
５
７

思い思いのコスチュームで
癖上げる子供たち

誕
生
日
フ
ェ
ス
タ
ヘ
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蕊鱗涛零脅花時計

蕊這幾
崖慨唯拝舞蝿磯蕊
思ユ気花ンニサ１四をパ花美に迷性でいは

瀧霊鰯躍識
聯鰯溌隷瀦懸

漂凄鯖輔綴勝どち腔読諜蒋

擬蕊鍵

1０５

義
雄
」
の
生
誕
地
と
し
て
、
平
作
加
編
（
１
万
円
）
、
特
別
賞
加
Ｌ
Ｆ
１
ｅ
ｕ
ｒ
は
明
る
く
て
神

成
賜
年
度
か
ら
東
井
義
雄
賞
編
（
記
念
品
）
、
佳
作
布
編
（
記
戸
ら
し
い
上
品
な
お
店
。
若
い

「
い
の
ち
の
言
葉
」
募
集
砺
業
念
品
）
並
び
に
賞
状
が
授
与
さ
女
性
に
人
気
の
高
い
ピ
ー
チ
ェ
」

を
実
施
し
て
い
る
。
現
代
の
子
れ
る
。
締
切
は
９
月
鋤
日
脚
ま
の
ジ
ュ
エ
リ
ー
を
は
じ
め
、
品

供
た
ち
に
伝
え
た
い
こ
と
ば
、
で
。
質
の
良
い
パ
ー
ル
や
カ
ラ
ー
ス

自
分
の
人
生
を
変
え
た
こ
と
ば
、
■
〒
棚
‐
恥
兵
庫
県
出
石
郡
但
ト
ー
ン
の
製
品
も
豊
富
。
気
軽

心
の
さ
さ
え
に
な
っ
た
こ
と
ば
東
町
出
合
１
５
Ｏ
但
東
町
教
育
に
入
れ
る
お
店
な
の
で
、
お
気

な
ど
、
学
校
の
先
生
に
限
ら
ず
、
委
員
会
内
東
井
義
雄
賞
『
い
に
入
り
の
ジ
ュ
エ
リ
ー
を
探
し

野
球
チ
ー
ム
の
監
督
や
ピ
ア
ノ
の
ち
の
言
葉
』
募
集
係
て
み
て
は
い
か
が
。

の
先
生
、
お
医
者
さ
ん
な
ど
か
■
Ｆ
Ａ
Ｘ
Ｏ
７
９
６
１
５
４
１
画
Ｊ
Ｅ
Ｗ
Ｅ
Ｌ
Ｆ
ｌ
ｅ
ｕ
ｒ

ら
受
け
た
あ
な
た
の
心
に
残
る
１
０
１
５
（
但
東
町
教
育
委
員
営
業
時
間
部
加
時
～
別
時

素
晴
ら
し
い
言
葉
『
私
を
さ
さ
会
）
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
８
．
３
９
２
．
５

え
て
く
だ
さ
っ
た
あ
の
先
生
の
■
Ｅ
メ
ー
ル
詩
ご
習
穴
目
⑨
目
３
５
１

あ
の
恒
言
』
を
募
坐
果
中
。
㈹
字
］
内
宮
の
具
臼
］
．
言

以
内
の
「
こ
と
ば
」
と
、
そ
の

状
況
を
４
０
０
字
以
内
に
ま
と
★
宙
エ
黒
町
の
可
愛
い
宝
石
店

め
応
募
し
よ
う
。
束
井
義
雄
賞
Ｊ
Ｅ
Ｗ
Ｅ
Ｌ
Ｆ
ｌ
ｅ
ｕ
ｒ

５
編
（
３
万
円
と
記
念
品
）
、
秀
南
京
南
路
に
あ
る
Ｊ
Ｅ
Ｗ
Ｅ

■ーー

本物の良さは
ぜひフルールで

悲
恥
ｎ
〕
、
Ｄ
洞
Ｌ
Ｄ
Ｌ
（
Ｕ
（
○
耶
凸

★
み
な
と
銀
行
代
表
取
締
役
芦
尾
長

司
氏
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

★
関
西
這
力
株
式
会
社
神
戸
支
店
副

支
店
長
の
片
岡
哲
夫
氏
が
退
任
さ
れ

財
団
法
人
関
西
危
気
保
安
協
会
理
事

縫
務
部
長
に
、
新
た
な
副
支
店
長
は

平
尾
正
利
氏
が
靴
任
。

★
神
戸
税
凹
長
二
宮
洋
二
氏
が
、
国

土
交
通
省
大
臣
官
房
審
議
官
（
北
海

道
局
担
当
）
に
、
新
任
は
一
方
井
誠

治
氏
が
着
任
。

☆
須
田
京
介
氏
の
、
小
説
楠
公
二
代

記
」
出
版
を
祝
う
会
を
柚
公
会
館
に

て
開
伽
。
９
月
的
日
⑥
午
後
６
時
～

８
時
、
会
班
は
１
万
円
。

★
ホ
テ
ル
イ
ー
ス
ト
東
京
皿
の
専
務

取
締
役
金
子
順
一
氏
が
退
任
さ
れ
、

ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
福
岡
の
取
締
役
社

長
に
就
任
。

☆
華
道
壮
風
会
松
井
禾
風
氏
が
来
年

６
月
一
一
１
，
，
ョ
！
ク
チ
ェ
ル
シ
ー
に

て
２
回
目
の
「
い
け
花
鵬
」
閲
他
決

定
。★
Ｂ
Ｐ
Ｗ
神
戸
ク
ラ
ブ
で
は
、
ｎ
月

羽
日
出
咽
時
～
肥
時
ク
リ
ス
タ
ル
ピ

ル
６
Ｆ
県
立
神
戸
生
活
文
化
セ
ン
タ
ー

で
、
玉
岡
か
お
る
さ
ん
の
誹
演
「
天

涯
の
船
に
み
る
女
性
の
一
生
」
、
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
一
亥
性
と

仕
半
」
を
開
く
。
講
演
会
終
了
後
、

懇
親
会
も
予
定
。

☆
礁
旧
の
森
で
は
９
月
週
日
山
午
後

６
時
よ
り
恥
●
観
月
祭
』
生
田
神
社
拝

殿
、
「
観
月
の
宴
．
」
生
田
神
社
会
館

大
永
‘
‐
ル
が
催
さ
れ
る
。
初
種
料
９

千
円
。
９
月
別
日
⑱
午
後
６
時
か
ら

は
、
生
田
神
社
薪
能
「
狂
言
仏
師
」

「
能
天
鼓
」
が
境
内
特
設
舞
台
に
て
、

槻
能
料
は
前
売
２
千
円
、
当
日
２
千

５
百
円
。

★
寄
神
建
設
株
式
会
社
創
業
者
・
会

長
寄
神
焚
好
氏
の
ご
郡
儀
が
７
月
鯛

日
に
取
り
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
心
よ

り
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

騨豊窒墾

＝彦滞』
‐4
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六甲山トレッキングツアー企画

六甲を見逃すな〃 墜困ヱー

RF所酉夢

■ﾛHbW
再司二一q

一定君珂

四季折々の六甲山を感じながら、

山の歩き方、山の楽しみ方を体
験できます。

ざ

第２回

六甲山トレッキングツアー

◆日時：１０月22日（水）
●参加人数：１５名程
◆コース：徳川道

●参加費：３０００円
（交通費、食費は個人負担）

下山後、コーディネーターを囲んでの茶話会
を企画します（参加費に含まれます）

●締切：１０月１０日

◎申込方法：住所・氏名・年令・性別・
電話番号を事務局まで、

“X，EMailにてお知らせください。

◎毎月１回（年12回）

◎参加人数：１５名程(随時募集）

服装、装備のご相談は、イカワスボーツへ

神戸市中央区下山手通3-3-1ウエルストンビル1F
TELO78-331-3390FAX.O78-331-8087

協力：（株）アシックス・イカワスポーツ

神戸には、街の中に山があります。このような恵まれた環境
は、日本中、世界中を見渡しても他にはありません。この素晴
しい環境を利用して、いろいろなのぼり方をして六甲山の自然
を肌で感じましょう。

重慶恒夫氏と、井川勲氏のコーディネートの元で、初心者で
も安全な登山が楽しめます。六甲山では、四季を通して多くの
ことを学ぶ事が出来ます。少人数ですので、きめ細やかな指導
が受けられます。また、経験を重ねてゆくといろいろな可能性
が広がっていきます。「六甲山」から「エベレスト」トレッキ
ングも夢ではありません。
コーディネーターと一緒に、山の登り方（技術）、山の楽し
み方（四季折々の山の顔）を体験しながら。なおかつ神戸らし
さを味わうことができるツァーです。

コーディネーター

重度恒夫氏井川勲氏

（ｱｩ係鶏姦ﾀー ）（ｲｶﾜｽポー ﾂ店主）
73年エベレスト南西壁の世界瀬高点神戸生まれ。
（当時）へ到達。以来、Ｋ２に日本関西学院大学卒紫後、山とスキーの
人として初登頂、チョモランマ、ナ専門店「イカワスポーツ」に入社。
ムチヤパルワ等を未踏ルートで登頂1968年六甲学院山岳会より南米パ
等数々の記録を持つ。９６年には日本タゴニア遮征隙に参加、世界初の氷
百名山を123日で狸読踏喧した。床横断に成功。

１９９８年より「ふるさと兵庫50山」
を企画案内。

月刊神戸っ子
事務局TEL､078331-2246FAXO78331-2795

EMailkobecco＠ｃｍx･ocnnejp

1０６
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1０７

鶴ＳＡＭＯＴＯＣＵＮＩＣ、且ノ

ママといっしょに

あやか

あかちやん：小川絢華ちゃん
（平成14年10月５日生まれ）

パパ：智史さん

ママ：真由美さん

｢明るく、やさしく、元気に大きくな
あれ１パパ、ママ、絢華、３人いっ
しょに成長していこうね」

☆佐本産科・婦人科☆
佐本学

神戸市兵庫区中道通41-15

TEL：078-575-1024（病室TEL：078-577-7034）

市バス上沢４停南スグ
●駐車場完備⑮

そと岡占い《九月の運気》

人間関係・心の問題・家族・職場・恋愛など

占師わらおう予約078-321-6865
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飛鳥

~リ

魅
力
あ
る
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
づ
く
り
そ
の
②

文
・
上
川
庄
二
郎

絵
・
柳
原
良
平

前
回
は
、
古
く
か
ら
海
・
船
・
港
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
き

た
国
際
港
湾
都
市
神
戸
の
旗
印
が
、
今
揺
ら
ぎ
始
め
て
い
る
こ

と
を
紹
介
し
た
。
今
回
か
ら
、
そ
の
国
際
港
湾
都
市
神
戸
を
ど

の
よ
う
に
し
て
再
生
し
た
ら
よ
い
の
か
、
再
生
で
き
る
の
か
、

を
考
え
て
み
よ
う
。

０８

二
、
神
戸
を
も
つ
と
賑
わ
い
の
あ
る
〃
ま
ち
“
に
！

〃
ま
ち
“
に
は
、
賑
わ
い
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
賑
わ
い

の
あ
る
〃
ま
ち
″
は
活
気
が
あ
り
、
魅
力
が
あ
る
。
〃
ま
ち
″

は
、
都
市
で
は
な
く
、
都
会
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
堺
屋
太

一
）
。
そ
れ
で
は
、
ど
う
し
た
ら
神
戸
を
も
つ
と
賑
わ
い
の
あ

る
〃
ま
ち
″
Ⅱ
都
会
に
で
き
る
の
か
！
そ
れ
に
は
、
産
業
経

済
。
観
光
・
コ
ン
ベ
ン
ョ
ン
そ
れ
に
交
流
な
ど
多
方
面
か
ら
考

え
て
み
る
必
要
が
あ
る
。
折
角
神
戸
空
港
を
整
備
し
て
も
、
神

戸
の
ま
ち
に
魅
力
が
な
け
れ
ば
〃
人
″
も
〃
も
の
〃
も
や
っ
て

こ
な
い
。
空
港
は
〃
ま
ち
づ
く
り
″
の
手
段
に
過
ぎ
な
い
。
空

港
さ
え
あ
れ
ば
、
黙
っ
て
い
て
も
〃
人
″
や
〃
も
の
〃
が
や
っ

て
く
る
、
な
ん
て
甘
い
も
の
で
な
い
こ
と
を
も
っ
と
自
覚
す
る

必
要
が
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
日
本
に
外
国
か
ら
の
観
光
入
込
客
が
少
な
い
、

そ
ん
な
中
で
な
お
且
つ
神
戸
へ
の
入
込
み
が
少
な
い
こ
と
は
す

で
に
述
べ
た
。
一
方
、
国
内
の
観
光
客
の
入
込
み
は
？
と
見
て

み
る
と
、
や
は
り
お
か
し
い
。

神
戸
市
観
光
交
流
課
の
行
っ
た
聞
取
り
調
査
に
よ
る
と
、
神

戸
の
イ
メ
ー
ジ
で
は
、
港
が
訓
・
２
％
、
異
国
情
緒
が
記
・
７

％
、
お
酒
落
な
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
が
咽
。
６
％
、
都
市
像
と
し
て

は
、
観
光
都
市
が
釣
・
３
％
、
国
際
港
湾
都
市
が
羽
・
５
％
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
が
加
・
５
％
と
い
っ
た
具
合
で
、
北
海
道
、

沖
縄
、
京
都
に
次
い
で
行
っ
て
み
た
い
〃
ま
ち
″
だ
、
と
い
う
。

し
か
し
、
具
体
的
に
行
っ
て
み
た
い
と
こ
ろ
と
な
る
と
、
有
馬

温
泉
、
六
甲
・
摩
耶
、
明
石
海
峡
大
橋
、
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド

と
い
っ
た
と
こ
ろ
が
挙
げ
ら
れ
て
、
港
、
異
国
情
緒
、
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
や
都
市
像
と
は
結
び
つ
か
な
い
。

神
戸
港
は
、
所
詮
貨
物
港
の
イ
メ
ー
ジ
な
の
だ
ろ
う
か
。
ど
う

も
こ
の
聞
取
り
調
査
と
客
観
的
な
デ
ー
タ
の
間
に
剛
酪
が
あ
り

そ
う
に
思
え
て
仕
方
が
な
い
。

そ
の
上
、
神
戸
に
来
る
人
は
、
圧
倒
的
に
日
帰
り
が
多
く
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（
氾
・
９
％
）
、
か
つ
近
間
（
近
畿
圏
）
が
多
い
（
開
・
３
％
）
。

こ
れ
を
裏
付
け
る
の
が
、
新
幹
線
の
乗
客
数
で
あ
る
。
《
の
ぞ

み
》
が
停
車
す
る
よ
う
に
な
っ
た
新
神
戸
で
９
０
０
０
人
／
日
、

こ
れ
に
比
し
、
広
島
２
万
人
／
日
、
静
岡
１
万
８
０
０
０
人
／

日
、
横
浜
２
万
３
０
０
０
人
／
日
（
い
ず
れ
も
２
０
０
２
年
４

月
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
）
と
新
神
戸
は
何
と
も
寂
し
い
。
こ
の
数
字

は
、
近
間
の
日
帰
り
客
の
多
い
こ
と
を
裏
付
け
る
数
字
以
外
の

何
も
の
で
も
な
い
。

こ
の
神
戸
を
も
つ
と
も
っ
と
賑
わ
い
の
あ
る
〃
ま
ち
″
に
す

る
に
は
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
だ
ろ
う
。
行
き
着
く
と
こ
ろ
は
、

も
っ
と
集
客
都
市
づ
く
り
に
力
を
い
れ
よ
う
、
と
い
う
こ
と
に

な
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
現
在
の
よ
う
に
少
子
・
高

齢
化
の
進
む
中
で
の
経
済
不
況
、
し
か
も
〃
も
の
〃
を
造
ら
な

い
国
に
な
っ
て
は
、
ど
の
都
市
も
ど
の
〃
ま
ち
〃
も
〃
ま
ち
お

こ
し
″
と
い
え
ば
集
客
・
観
光
が
拠
り
ど
こ
ろ
と
な
る
。
す
で

に
集
客
都
市
づ
く
り
を
目
指
し
て
の
過
当
競
争
時
代
に
突
入
し

て
い
る
と
い
っ
て
も
よ
い
。

観
光
客
を
一
人
誘
致
す
れ
ば
、
テ
レ
ビ
で
５
台
、
ス
ポ
ー
ッ

シ
ュ
ー
ズ
ー
０
０
足
分
輸
出
し
た
効
果
が
あ
る
な
ど
と
い
わ
れ

て
い
る
。
こ
れ
ほ
ど
の
経
済
効
果
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、

虹
世
紀
は
観
光
業
が
基
幹
産
業
に
な
る
な
ど
と
い
わ
れ
る
こ
と

も
十
分
納
得
で
き
る
。

こ
の
激
し
い
都
市
間
競
争
の
中
で
神
戸
が
勝
ち
抜
い
て
ゆ
く

に
は
、
他
の
都
市
に
真
似
の
で
き
な
い
も
の
を
編
み
出
さ
ね
ば

な
ら
な
い
。
ど
こ
で
で
も
考
え
ら
れ
真
似
の
で
き
る
よ
う
な
も

の
で
は
金
太
郎
飴
に
な
っ
て
し
ま
い
、
単
な
る
過
当
競
争
に
は

ま
り
込
ん
で
し
ま
う
だ
け
で
あ
る
。
「
こ
れ
ま
で
に
な
い
新
し

い
都
市
の
魅
力
を
創
り
出
す
（
「
集
客
都
市
』
橋
爪
伸
也
）
」
こ

と
こ
そ
必
須
要
件
な
の
だ
。

こ
の
よ
う
な
考
え
の
下
に
何
が
あ
る
か
、
少
し
整
理
し
て
み

よ
う
。
①
神
戸
な
ら
で
は
の
独
自
の
カ
ラ
ー
を
持
ち
合
わ
せ
て

い
る
か
、
②
他
の
追
随
を
許
さ
な
い
美
し
く
て
魅
力
的
な
ポ
イ

ン
ト
が
あ
る
か
、
③
神
戸
な
ら
で
は
の
〃
Ｄ
Ｏ
″
の
観
光
の
で

き
る
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
か
、
少
な
く
と
も
こ
れ
が
最
低
限
の
必

要
条
件
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
他
の
都
市
と
比
べ
て
ど
ん
な
差
別

化
が
で
き
る
の
か
、
が
す
べ
て
で
あ
る
。

こ
う
み
て
く
る
と
、
神
戸
な
ら
で
は
の
観
光
資
源
と
し
て
は
、

①
旧
居
留
地
な
ど
魅
力
的
な
ダ
ウ
ン
タ
ヴ
ン
に
密
着
し
た
神
戸

港
の
ウ
オ
ー
タ
フ
ロ
ン
ト
が
ま
ず
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
次
い
で
、

②
青
い
海
と
対
照
的
な
六
甲
山
の
緑
、
③
そ
れ
に
お
｝
辿
落
な
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
ブ
ラ
ン
ド
シ
ョ
ッ
プ
が
立
ち
並
ぶ
異
国
情
緒
豊
か
な
旧

居
留
地
一
帯
や
、
④
異
人
館
の
〃
ま
ち
〃
北
野
町
界
隈
、
と
い
っ

た
と
こ
ろ
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

そ
れ
で
は
今
日
ま
で
、
何
故
こ
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
に

目
を
向
け
て
こ
な
か
っ
た
の
か
、
実
は
そ
う
で
は
な
い
。
目
を

向
け
な
か
っ
た
訳
で
は
な
い
が
、
高
度
成
長
期
の
神
戸
港
は
、

物
流
港
と
し
て
世
界
に
冠
た
る
港
で
あ
り
熱
神
戸
経
済
の
和
％

を
支
え
て
き
た
、
言
わ
ば
神
戸
市
民
に
と
っ
て
は
生
活
上
の
大

黒
柱
だ
っ
た
。
そ
ん
な
訳
で
、
こ
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
は

市
民
に
開
放
す
る
よ
う
な
場
所
に
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
も
、
南
米
へ
の
移
民
華
や
か
な
り
し
頃
の
神
戸
港
か
ら

は
、
あ
る
ぜ
ん
ち
な
丸
、
ぷ
ら
じ
る
丸
と
い
っ
た
客
船
が
、
大

勢
の
移
民
を
乗
せ
て
出
航
し
て
い
っ
た
の
を
脳
裏
に
留
め
て
い

る
市
民
も
多
い
は
ず
。

こ
の
よ
う
に
、
世
界
の
港
町
と
し
て
栄
え
て
き
た
神
戸
は
、

物
流
を
通
じ
て
世
界
や
国
内
各
地
と
の
交
流
が
盛
ん
だ
っ
た
。

し
か
し
、
工
場
の
海
外
移
転
が
進
み
、
日
本
は
、
〃
も
の
〃
を

造
ら
な
い
国
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
現
在
、
物
流
港
と
し
て
の
神

戸
港
の
地
位
は
下
が
り
（
何
も
神
戸
港
だ
け
で
は
な
い
。
日
本

の
港
が
全
部
だ
）
、
港
湾
施
設
の
遊
休
化
が
加
速
度
的
に
進
み

だ
し
た
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
世
界
は
お
ろ
か
、
国
内
各
地

か
ら
と
の
交
流
も
先
細
り
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
第
一
講

で
述
べ
た
よ
う
に
、
神
戸
へ
の
入
込
み
客
が
い
ろ
ん
な
面
か
ら

見
て
少
な
い
、
と
い
う
数
字
か
ら
も
読
み
取
れ
る
。

今
こ
そ
、
こ
の
ウ
オ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
と
い
う
大
き
な
産
業

遺
産
を
、
有
効
に
生
か
す
手
段
を
考
え
る
べ
き
と
き
が
来
た
の

で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
積
極
的
に
市
民
に
開
放
し
て
ゆ
か

な
く
て
は
な
ら
な
い
。
次
講
で
、
こ
の
辺
り
を
考
え
て
ゆ
こ
う
。

■
か
み
か
わ
し
よ
う
じ
ろ
う

１
９
３
５
年
生
ま
れ
。
神
戸
大
学
卒
。

神
戸
市
に
入
り
、
空
港
対
策
室
長
、
消
防
局
長
を
経

て
定
年
退
職
。
現
在
、
関
西
学
院
大
学
、
大
阪
産
業

大
学
非
常
勤
講
師
。

鵜
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ケ
ン
カ
好
き
で
、
ケ
ン
カ
早
い
北
斎
セ
ン
セ
イ
は
、
人
生
を

変
え
る
ほ
ど
の
ケ
ン
カ
を
、
生
涯
、
三
度
も
し
で
か
し
た
。
そ

の
一
つ
が
、
後
世
に
面
白
く
伝
わ
る
ア
ノ
流
行
作
家
・
曲
亭
馬

琴
と
の
大
ゲ
ン
カ
の
一
幕
で
あ
る
。

白
ぐ
ら
い

あ
ま
の
じ
ゃ
く

気
位
高
く
、
強
情
、
天
邪
鬼
の
奇
癖
強
く
、
人
を
喰
っ
た
セ

ン
セ
イ
。
一
方
、
武
士
の
プ
ラ
イ
ド
高
く
、
謹
厳
に
し
て
人
嫌

く
せ
も
皿

い
、
交
際
嫌
い
の
曲
者
・
馬
琴
（
一
七
六
七
‐
一
八
四
八
）
。

こ
の
強
烈
な
個
性
の
二
人
の
交
友
は
波
乱
に
み
ち
ド
ラ
マ
チ
ッ

ク
で
あ
る
。

作
家
と
さ
し
絵
画
家
と
し
て
の
絶
妙
コ
ン
ビ
で
世
に
賞
賛
さ

れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ち
ょ
っ
と
し
た
ハ
ズ
ミ
で
大
げ
ん
か

を
ゃ
ら
か
し
、
遂
に
絶
交
し
た
。
不
可
解
な
ケ
ン
カ
仲
間
で
も

あ
っ
た
の
だ
。

二
人
が
ま
だ
若
き
時
代
、
馬
琴
が
と
き
の
流
行
酒
落
本
作
家

の
山
東
京
伝
の
弟
子
と
な
り
、
そ
の
っ
て
で
大
出
版
社
・
蔦
屋

で
手
代
を
し
て
い
た
こ
ろ
、
蔦
屋
に
さ
い
さ
い
売
り
込
み
に
訪

れ
て
い
た
浮
世
絵
修
業
の
北
斎
セ
ン
セ
イ
。
共
に
無
名
時
代
か

ら
の
良
き
友
で
あ
っ
た
。
互
い
に
競
争
心
に
燃
え
、
共
に
刺
激

し
あ
い
、
出
世
街
道
を
慕
進
す
る
二
人
の
ラ
イ
バ
ル
心
が
、
ケ

ン
カ
の
背
景
に
如
実
に
現
わ
れ
て
い
る
。

当
時
の
蔦
屋
に
は
ス
タ
ー
の
卵
が
山
ほ
ど
居
た
。
す
で
に
大

成
し
た
山
東
京
伝
、
う
だ
っ
の
あ
が
ら
ぬ
喜
多
川
歌
麿
が
め
き

め
き
売
り
出
し
は
じ
め
、
経
歴
不
詳
の
天
才
児
・
東
洲
斎
写
楽

が
忽
然
と
現
わ
れ
、
食
客
と
な
っ
て
い
た
十
返
舎
一
九
な
ど
な

ど
。
勝
川
春
朗
と
名
乗
っ
て
い
た
駆
け
出
し
の
北
斎
セ
ン
セ
イ

■
北
斎
ミ
ス
テ
リ
ー
〈
８
〉

盟
友
馬
琴
と
の
ケ
ン
カ
始
末
記

中
右
瑛

も
蔦
屋
の
庇
誰
を
受
け
て
い
た
一
人
だ
っ
た
。

馬
琴
は
蔦
屋
の
番
頭
に
ま
で
出
世
し
た
二
十
七
歳
の
と
き
、

師
匠
の
京
伝
や
蔦
屋
の
す
す
め
で
、
飯
田
町
中
坂
下
の
下
駄
屋

の
伊
勢
屋
に
入
婿
し
て
、
著
作
堂
と
号
し
、
著
述
に
専
念
し
は

じ
め
た
。

馬
琴
と
初
め
て
コ
ン
ビ
を
組
ん
だ
の
は
、
蔦
屋
時
代
の
黄
表

紙
『
花
春
武
道
中
』
（
寛
政
四
年
・
一
七
九
二
）
。
つ
づ
い
て
八

年
後
の
読
本
『
小
説
比
翼
文
』
（
文
化
元
年
・
一
八
○
四
）
。

文
化
四
年
、
『
椿
説
弓
張
月
』
で
の
コ
ン
ビ
は
注
目
さ
れ
た
。

こ
れ
は
鎮
西
八
郎
為
朝
外
伝
大
河
小
説
で
、
波
乱
万
丈
、
奇
っ

怪
な
化
け
物
が
登
場
す
る
破
天
荒
な
冒
険
ス
ト
ー
リ
ー
の
面
白

さ
に
加
え
、
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
画
面
構
成
、
残
酷
怪
異
の
北
斎

セ
ン
セ
イ
の
さ
し
絵
に
、
読
者
は
酔
い
し
れ
、
大
人
気
と
な
っ

た
。
二
人
の
絶
妙
コ
ン
ビ
は
江
戸
中
に
鳴
り
ひ
び
い
た
と
い
う
。

こ
の
期
、
馬
琴
と
の
コ
ン
ビ
以
外
に
、
セ
ン
セ
イ
が
他
の
作

家
と
組
ん
だ
の
は
、
柳
亭
種
彦
著
『
近
世
怪
談
・
霜
夜
星
』

（
文
化
五
年
）
な
ど
百
五
十
数
種
に
も
達
す
る
。

『
椿
説
弓
張
月
』
は
馬
琴
の
出
世
作
で
あ
り
、
北
斎
さ
し
絵

の
評
価
も
最
高
潮
に
達
し
て
い
た
。
こ
の
二
人
の
絶
妙
コ
ン
ビ

は
そ
の
あ
と
四
、
五
年
つ
づ
い
た
の
だ
が
、
コ
ン
ビ
は
突
然
に

解
消
さ
れ
た
。
原
因
は
何
か
？

二
人
は
芸
術
論
で
大
論
争
と
な
っ
た
！

相
方
の
人
気
に
互
い
に
嫉
妬
し
合
っ
た
！

膜間藤為菩穆

馬琴肖像
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セ
イ
の
気
の
す
さ
み
の
あ
ら
わ
れ
と
も
い
う
。

セ
ン
セ
イ
の
さ
し
絵
の
残
酷
表
現
は
、
人
気
絶
頂
な
れ
ど
私

生
活
は
乱
れ
、
神
経
を
病
み
、
自
暴
自
棄
に
な
っ
た
北
斎
セ
ン

の
人
気
が
先
行
し

ﾙダ

た
Ｉ
ｅ

↑『鎮西八郎為朝外伝椿説弓張月前編』

←曲亭馬琴著『鎮西八郎為朝外伝椿説弓張月』
残酷な北斎さし絵

中
国
の
翻
訳
本
『
絵
本
水
耕
博
』
（
角
丸
屋
版
）
の
さ
し
絵

を
北
斎
セ
ン
セ
イ
が
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
て
、
翻
訳
者
が
馬

琴
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
セ
ン
セ
イ
が
悶
着
を
つ
け
、
高
井
蘭
山

に
変
更
さ
れ
た
。
セ
ン
セ
イ
の
馬
琴
ぎ
ら
い
の
あ
ら
わ
れ
で
あ

る
。

る
。

そ
の
後
の
文
化
十
二
年
、
馬
琴
読
本
『
皿
皿
郷
談
』
（
木
蘭

堂
）
で
コ
ン
ビ
は
復
活
し
た
か
に
見
え
た
。
が
し
か
し
、
こ
れ

と
て
絶
交
が
つ
づ
く
二
人
の
世
間
体
を
気
に
し
た
版
元
が
、
二

人
の
仲
直
り
を
世
間
に
知
ら
し
め
よ
う
と
し
た
企
画
で
あ
っ
た
、

と
も
い
う
。
以
後
、
馬
琴
は
大
作
を
次
々
に
発
表
す
る
が
、
コ

ン
ビ
復
活
は
な
か
っ
た
。

馬
琴
累
生
の
名
作
『
南
総
里
見
八
犬
伝
』
（
文
化
十
一
年
よ

り
）
で
は
、
ピ
ン
チ
ヒ
ッ
タ
ー
と
し
て
北
斎
の
娘
婿
・
柳
川
重

信
が
さ
し
絵
に
起
用
さ
れ
た
。
娘
婿
な
れ
ば
こ
そ
の
指
名
だ
っ

た
。
重
信
は
期
待
に
よ
く
ぞ
こ
た
え
た
。

馬
琴
と
セ
ン
セ
イ
の
仲
は
、
二
人
は
血
気
盛
ん
な
こ
ろ
、
四

ヶ
月
も
馬
琴
宅
に
セ
ン
セ
イ
が
家
族
の
こ
と
も
か
え
り
み
ず
居

つ
く
こ
と
も
あ
っ
た
く
ら
い
仲
良
し
だ
っ
た
。
が
、
二
人
の
盟

友
は
遂
ぞ
仲
直
り
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。 そ

の
真
相
は
ナ
ゾ
で
あ

と
自
負
。
互
い
に
ゆ
ず
ら
な
か
っ
た
。

画
中
右
瑛
（
な
か
う
・
え
い
）

抽
象
画
家
。
浮
世
絵
・
夢
ニ
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
。
一
九
三
四
年
生
ま
れ
、
神

戸
市
在
住
。
行
動
美
術
展
に
お
い
て
奨
励
賞
、
新
人
賞
、
会
友
賞
、
行
動

美
術
賞
受
賞
。
浮
世
絵
内
山
賞
受
賞
。
半
ど
ん
現
代
美
術
賞
、
兵
庫
県
文

化
賞
、
神
戸
市
文
化
賞
な
ど
受
賞
。
現
在
、
行
動
美
術
協
会
会
員
、
国
際

浮
世
絵
学
会
常
任
理
事
。
著
書
多
数

馬
琴
は
、
小
説
が
面
白
い
か
ら
だ
！
と
自
認
。

と
、

な
ど
な
ど
の
噂
は
乱
れ
飛
ん
だ
が
、

一
方
、
北
斎
セ
ン
セ
イ
は
、
さ
し
絵

さ
ま
ざ
ま
に
取
り
ざ
た
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。
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し
な
が
ら
盃
を
傾
け
る
と
い
う
の
は
、
ま
こ
と
に
ゴ
ー
ジ
ャ

ス
で
す
。
来
年
も
、
き
っ
と
行
く
ぞ
！

ま
た
つ
い
先
日
は
、
奈
良
ま
で
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

興
福
寺
近
く
に
菊
水
楼
と
い
う
老
舗
旅
館
が
あ
り
ま
し
て
、

こ
こ
の
料
理
が
、
ま
た
素
晴
ら
し
い
の
で
す
。
特
に
夏
場

前
回
、
三
宮
で
み
つ
け
た
「
お
た
あ
大
明
神
」
の
こ
と

を
書
き
ま
し
た
が
、
そ
の
後
ば
た
ば
た
と
忙
し
く
、
ま
だ

続
報
を
書
く
材
料
は
集
ま
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
今
し
ば
ら

く
お
待
ち
く
だ
さ
い
。
で
も
、
忙
し
い
忙
し
い
と
言
い
な

が
ら
、
つ
い
遊
び
に
出
か
け
て
し
ま
う
の
が
、
小
生
な
の

で
あ
り
ま
す
。

つ
い
先
日
は
神
戸
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
の
花
火
大
会
で
、

「
神
戸
っ
子
」
が
縁
で
知
り
合
っ
た
蘭
子
さ
ん
の
マ
ン
シ
ョ

ン
か
ら
、
眼
前
、
手
に
取
る
よ
う
に
見
物
で
き
る
と
聞
き

お
よ
び
、
明
石
は
魚
秀
の
鯛
の
浜
焼
き
に
、
大
善
の
焼
き

穴
子
と
一
升
瓶
を
ぶ
ら
下
げ
て
、
い
そ
い
そ
出
か
け
て
い

き
ま
し
た
。
い
や
あ
、
す
ば
ら
し
か
っ
た
で
す
ね
。
ク
ー

ラ
ー
の
効
い
た
部
屋
か
ら
、
空
中
に
舞
う
花
火
を
見
下
ろ

■
み
だ
ら
夜
話
／
第
八
回

だ
っ
た
ん
き

鍵
靭
忌

あ
さ
ぎ
ま
だ
ら

浅
黄
斑
八
作
家
Ｖ

い
ん
ど
う
と
お
る

絵
・
犬
童
徹

は
鮎
が
よ
く
、
そ
の
虜
と
な
っ
た
知
人
た
ち
と
会
食
の
約

束
を
し
た
の
は
い
い
の
で
す
が
、
あ
と
で
気
づ
く
と
見
事

に
ダ
ブ
ル
ブ
ッ
キ
ン
グ
を
し
て
し
ま
っ
て
お
り
ま
し
た
。

幸
い
も
う
一
つ
の
大
阪
女
性
文
芸
賞
の
受
賞
パ
ー
テ
ィ
は
、

終
了
後
に
奈
良
へ
駆
け
つ
け
れ
ば
、
ど
う
に
か
間
に
合
い

そ
う
と
分
か
り
、
胸
な
で
お
ろ
し
た
次
第
で
す
。

当
日
は
神
戸
の
ナ
ビ
ー
ル
文
学
賞
で
も
受
賞
式
が
あ
っ

た
よ
う
で
す
が
、
大
阪
女
性
文
芸
賞
の
ほ
う
は
今
年
が
二

十
周
年
、
さ
ら
に
長
ら
く
選
考
委
員
を
つ
と
め
て
こ
ら
れ

た
河
野
多
恵
子
さ
ん
と
秋
山
駿
さ
ん
が
、
今
回
で
委
員
を

代
わ
ら
れ
る
と
聞
け
ば
、
何
が
何
で
も
出
席
し
な
い
わ
け

に
は
い
き
ま
せ
ん
。
詩
人
の
杉
山
平
一
さ
ん
も
変
わ
ら
ず

お
元
気
、
芥
川
賞
作
家
の
高
城
修
三
さ
ん
も
意
気
軒
昂
、

和
気
調
々
の
う
ち
に
宴
は
進
ん
で
い
き
ま
し
た
が
、
時
間

は
だ
ん
だ
ん
押
せ
押
せ
に
な
っ
て
、
小
生
の
ス
ピ
ー
チ
の

番
が
こ
な
い
う
ち
に
、
タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
が
す
ぎ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
そ
こ
で
サ
ン
ト
リ
ー
ミ
ス
テ
リ
ー
大
賞
作
家

の
高
嶋
哲
夫
さ
ん
に
、
小
生
の
分
の
ス
ピ
ー
チ
も
託
し
て
、

1１２
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安
西
冬
衛
は
、
主
に
戦
前
に
活
躍
し
た
詩
人
で
「
て
ふ

て
ふ
が
一
匹
縫
担
海
峡
を
渡
っ
て
い
っ
た
」
と
い
う
短
詩

が
有
名
で
す
。
ち
な
み
に
、
小
生
が
昔
属
し
て
い
た
「
海

峡
」
と
い
う
同
人
誌
の
名
付
け
親
で
も
あ
り
ま
し
た
。
奈

良
市
に
生
ま
れ
、
堺
中
学
を
出
た
あ
と
大
連
で
短
詩
活
動

を
続
け
、
昭
和
九
年
に
帰
国
し
た
の
ち
は
、
堺
市
の
職
員

と
な
り
、
昭
和
四
十
年
の
八
月
二
十
四
日
に
没
し
ま
し
た
。

太
宰
治
の
桜
桃
忌
、
梶
井
基
次
郎
の
棒
様
忌
な
ど
の
よ

う
に
、
著
名
な
文
人
の
命
日
は
歳
時
記
に
収
め
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
安
西
冬
衛
を
慕
う
人
々
に
よ
っ
て
、
八
月
二
十

四
日
は
軽
担
忌
と
名
付
け
ら
れ
て
、
堺
市
の
図
書
館
で
集

会
が
開
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
小
生
も
若
い
頃
に

出
か
け
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
あ
れ
は
二
十
年
ば
か
り
前

の
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
が
、
突
然
「
糠
粗
忌
」
と
い
う
の

が
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
市
の
行
事
に

「
忌
」
い
う
言
葉
を
使
う
の
は
好
ま
し
く
な
い
、
と
お
役

人
が
言
い
出
し
た
の
が
き
っ
か
け
ら
し
く
、
な
ん
と
そ
の

年
か
ら
「
鍵
胆
忌
」
は
「
安
西
冬
衛
文
庫
記
念
講
演
会
」

と
名
称
が
改
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。
な
ん
と
も
あ
ほ
ら
し
い

話
で
す
が
、
今
は
ど
う
な
っ
て
い
る
ん
で
し
ょ
う
。

ペ
ン
ネ
ー
ム
に
蝶
の
名
を
つ
け
る
く
ら
い
蝶
が
好
き
だ
っ

た
小
生
は
、
も
ち
ろ
ん
「
て
ふ
て
ふ
が
一
匹
…
…
」
の
詩

も
大
好
き
で
、
真
夏
の
一
夜
、
折
々
鍵
胆
忌
を
思
い
出
し
、

こ
の
ロ
マ
ネ
ス
ク
な
詩
の
情
景
を
心
に
思
い
浮
か
べ
た
も

の
で
し
た
。蕊

回
浅
黄
斑
（
あ
さ
ぎ
ま
だ
ら
）
推
理
作
家
。
一
九
四
六
年
神
戸

市
生
ま
れ
。
西
神
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
在
住
。
一
九
九
二
年
小
説
推

理
新
人
賞
、
一
九
九
五
年
日
本
文
芸
家
ク
ラ
ブ
大
賞
を
受
賞
。
日

本
文
芸
家
協
会
、
日
本
推
理
作
家
協
会
な
ど
に
所
属
す
る
と
と
も

に
、
日
本
文
芸
家
ク
ラ
ブ
関
西
支
部
長
。
「
き
ょ
う
も
風
さ
え
吹

き
す
ぎ
る
」
「
ち
よ
ん
が
れ
西
鶴
」
「
棲
島
殺
人
海
流
」
「
ト
カ
ラ

北
上
殺
人
前
線
」
な
ど
著
書
多
数
。

３

一
路
奈
良
へ
、
奈
良
へ
。
何
し
ろ
吉
野
川
の
鮎
が
待
っ
て

お
り
ま
す
。
食
い
物
の
た
め
に
は
、
義
理
ま
で
欠
い
て
し

ま
う
の
が
小
生
な
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
甲
斐
あ
っ
て
、
菊
水
楼
の
料
理
長
が
披
露
し
て
く

れ
た
鮎
の
見
事
な
こ
と
。
朝
の
三
時
か
ら
出
か
け
て
釣
り

上
げ
て
き
た
と
い
う
鮎
は
、
大
鉢
の
中
で
も
縄
張
り
闘
争

を
し
て
は
ね
回
り
、
テ
ー
ブ
ル
に
水
し
ぶ
き
を
ば
ら
ま
い

て
い
ま
す
。
眼
前
に
は
荒
池
。
奈
良
の
銘
酒
、
春
鹿
の
冷

酒
で
心
も
口
も
軽
く
な
り
、
拙
著
新
刊
の
「
神
戸
・
真
夏

の
雪
祭
り
殺
人
事
件
」
の
宣
伝
つ
い
で
に
、
次
は
「
奈
良
・

荒
池
殺
人
事
件
」
を
書
こ
う
、
な
ど
と
口
走
る
始
末
。
談

論
風
発
、
つ
い
に
は
「
公
の
常
識
は
、
民
の
非
常
識
」
と

い
う
話
に
及
び
ま
す
。
き
っ
か
け
は
、
外
国
産
牛
肉
の
関

税
率
ア
ッ
プ
で
し
た
。

ま
あ
、
こ
れ
ほ
ど
馬
鹿
な
話
も
な
い
の
で
す
。
農
水
省

の
役
人
の
発
想
で
は
、
前
年
に
比
べ
て
牛
肉
の
輸
入
量
が

一
定
量
以
上
に
増
え
た
と
き
、
国
内
業
者
の
保
護
の
た
め
、

自
動
的
に
関
税
を
引
き
上
げ
る
と
決
ま
っ
て
い
る
と
い
う

の
で
す
が
、
ご
存
じ
の
通
り
、
前
年
は
例
の
Ｂ
Ｓ
Ｅ
騒
ぎ

で
牛
肉
離
れ
が
起
こ
り
、
輸
入
量
が
極
端
に
下
が
っ
た
の

で
す
。
つ
ま
り
は
輸
入
量
が
増
え
た
と
い
っ
て
も
、
ま
だ

前
々
年
度
の
量
に
も
及
ば
な
い
。
こ
ん
な
簡
単
な
理
屈
が
、

お
役
人
に
は
分
か
ら
な
い
。
不
思
議
な
話
で
す
。

話
は
、
ぼ
ん
と
飛
ん
じ
ゃ
う
よ
う
で
す
が
、
小
生
は
、

ふ
と
、
安
西
冬
衛
の
こ
と
を
考
え
て
お
り
ま
し
た
。
三
題

噺
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
季
節
は
夏
、
そ
し
て
奈
良
、
大

阪
で
た
く
さ
ん
の
詩
人
に
会
っ
た
こ
と
。
そ
こ
に
お
役
人

の
不
思
議
な
発
想
の
話
が
重
な
っ
て
、
古
い
記
憶
を
呼
び

起
こ
し
た
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。
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奥
二
重
の
切
れ
長
、
少
し
吊
り
気
味
の
鋭
い
目
で
、
カ

ウ
ン
タ
ー
越
し
に
わ
た
し
を
は
た
と
晩
み
据
え
る
。
負
け

て
な
ら
じ
と
、
こ
ち
ら
も
晩
み
返
す
。
ど
ち
ら
が
先
に
目

を
そ
ら
す
か
、
ま
る
で
に
ら
め
っ
こ
。
し
か
し
頬
を
ふ
く

ら
ま
せ
た
彼
女
の
顔
に
敵
意
の
表
情
は
全
く
な
く
、
や
が

て
笑
顔
に
。
前
歯
が
少
し
出
て
い
て
か
わ
い
く
さ
え
あ
る
。

支
え
だ
い
き
み

前
田
幸
美
。
鹿
児
島
県
出
身
、
虹
歳
、
身
長
一
六
八
ｍ
。

ス
レ
ン
ダ
ー
な
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
。
髪
を
少
し
染
め
て
は

い
る
が
、
そ
ん
な
に
ケ
バ
く
は
な
く
、
色
が
白
く
て
透
明

バ
ス
ガ
イ

出
石
ア
カ
ル

絵
・
菅
原
洗
人

■
連
載
エ
ッ
セ
ー
／
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
の
耳
⑭感

の
あ
る
子
で
あ
る
。

晩
ま
れ
た
の
は
、
彼
女
日
く
「
ア
・
ハ
ッ
ピ
ー
ビ
ュ
ー

テ
ィ
フ
ル
、
幸
美
」
を
わ
た
し
が
間
違
え
て
、
ミ
ユ
キ
と

呼
ん
で
し
ま
っ
た
か
ら
。

職
業
、
バ
ス
ガ
イ
ド
。
わ
た
し
の
店
に
は
珍
し
い
若
い

娘
さ
ん
だ
。

「
よ
く
喋
る
、
よ
く
笑
う
、
よ
く
食
べ
る
、
よ
く
飲
む
、

よ
く
ね
る
、
そ
し
て
よ
く
喋
る
、
こ
れ
ユ
キ
ミ
の
健
康
法
」

と
言
っ
て
の
け
な
が
ら
、
ほ
ん
と
に
よ
く
喋
る
。
ヤ
ッ
ペ
ー
、
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ブ
チ
ギ
レ
、
マ
ッ
ジ
、
ブ
ッ
チ
ャ
ケ
、
ス
ッ
ゲ
、
ム
カ
ッ

ク
な
ど
な
ど
、
若
者
言
葉
を
随
所
に
織
り
込
み
な
が
ら
の

マ
シ
ン
ガ
ン
ト
ー
ク
。
見
事
な
も
の
で
あ
る
。
わ
た
し
は

呆
気
に
と
ら
れ
て
笑
っ
て
い
る
ば
か
り
。

面
白
い
子
で
あ
る
。
だ
け
ど
た
だ
面
白
い
ば
か
り
の
子

で
は
な
い
。
時
に
は
身
の
上
話
を
明
る
く
し
て
く
れ
る
。

小
学
校
三
年
の
時
に
母
親
が
急
死
し
た
の
だ
と
。
そ
れ

以
来
父
親
は
酒
ぴ
た
り
に
な
っ
て
、
お
祖
母
さ
ん
に
世
話

に
な
り
な
が
ら
、
兄
が
父
親
が
わ
り
で
大
き
く
な
っ
た
の

だ
と
。高
校
の
卒
業
間
近
、
教
師
に
「
わ
た
し
就
職
し
た
い
」

と
言
っ
た
ら
、
「
え
っ
、
ほ
ん
と
に
！
」
と
び
っ
く
り
さ

れ
て
、
そ
の
場
で
す
ぐ
に
父
親
に
「
ユ
キ
ミ
が
仕
事
す
る

と
言
っ
て
ま
す
」
と
電
話
さ
れ
た
と
言
う
。
父
親
は
、
こ

の
子
は
仕
事
な
ん
か
せ
ず
に
、
遊
ん
で
暮
ら
し
て
、
早
く

に
〃
で
き
ち
ゃ
っ
た
結
婚
″
と
か
す
る
子
だ
と
観
念
し
て

い
た
ら
し
い
。
高
校
時
代
は
何
度
も
謹
慎
処
分
を
受
け
た

の
だ
と
。

ぱ
あ

「
家
に
お
っ
た
ら
、
キ
ミ
婆
（
お
祖
母
さ
ん
）
が
『
学

校
は
？
』
て
聞
く
か
ら
、
『
今
、
工
事
中
』
と
か
言
っ
て

ご
ま
か
し
た
り
し
て
た
。
そ
や
か
ら
、
学
校
か
ら
毎
日
入

る
電
話
に
、
キ
ミ
婆
が
出
な
い
よ
う
に
、
鳴
っ
た
ら
あ
わ

て
て
わ
た
し
が
取
る
よ
う
に
し
て
た
。
そ
や
け
ど
そ
の
う

ち
面
倒
臭
く
な
っ
て
非
通
知
に
し
て
や
っ
て
ん
。
ほ
ん
な

と

ら
先
生
、
お
父
ん
の
職
場
に
か
け
よ
っ
て
や
や
こ
し
な
っ

て
。
先
生
に
『
電
話
直
っ
た
か
ら
、
お
願
い
や
か
ら
お
父

ん
の
職
場
に
は
か
け
ん
と
い
て
』
て
頼
ん
だ
り
大
変
や
っ

た
」
ち
ょ
っ
と
ワ
ル
だ
っ
た
と
言
う
。

「
お
父
ん
に
よ
く
言
わ
れ
た
。
『
親
の
顔
を
つ
ぶ
す
な
。

や
っ
ぱ
り
母
親
の
な
い
子
は
、
と
言
わ
れ
る
。
俺
は
職
場

で
端
っ
こ
の
方
を
歩
い
て
る
』
て
」

そ
ん
な
彼
女
だ
か
ら
、
神
戸
に
出
て
バ
ス
ガ
イ
ド
の
仕

事
を
し
た
い
と
言
っ
た
時
、
先
生
も
親
も
驚
い
た
ら
し
い
。

「
よ
く
お
父
ん
と
ぶ
つ
か
っ
て
ん
け
ど
、
高
二
の
時
、

『
お
父
ん
が
死
ん
で
お
母
さ
ん
が
生
き
て
た
方
が
良
か
っ

た
』
て
ゆ
う
て
し
も
て
ん
。
ゆ
う
て
か
ら
、
ヤ
ッ
バ
ー
思

た
け
ど
、
そ
の
時
は
す
ぐ
に
謝
ら
れ
へ
ん
か
つ
た
。
そ
れ

が
ず
－
つ
と
胸
の
奥
に
残
っ
て
て
、
気
に
な
っ
て
て
ん
け

ど
、
神
戸
に
出
て
来
る
前
に
、
『
あ
の
時
は
ご
め
ん
な
』

て
、
や
っ
と
謝
っ
て
ん
。
そ
し
た
ら
お
父
ん
も
そ
の
こ
と

覚
え
と
っ
て
、
あ
れ
は
辛
か
っ
た
、
て
言
う
か
ら
『
そ
や

け
ど
お
父
ん
も
ブ
ッ
チ
ャ
ケ
悪
か
つ
た
よ
な
あ
』
て
ま
た

ゆ
う
て
し
も
た
」

早
口
の
彼
女
も
、
こ
の
時
ば
か
り
は
少
し
し
ん
み
り
と
。

「
い
よ
い
よ
神
戸
に
出
て
来
る
時
に
、
キ
ミ
婆
と
お
父

ん
に
手
紙
を
書
い
た
。
口
で
ゆ
う
た
ら
、
つ
い
タ
メ
グ
チ

に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
。
い
つ
つ
も
反
抗
的
な
こ
と
ゆ
う

て
た
け
ど
、
ほ
ん
ま
は
〃
あ
り
が
と
う
〃
て
思
て
て
ん
で
、

て
。
ほ
ん
で
直
接
よ
う
手
渡
さ
ん
か
ら
、
後
で
読
ん
で
く

れ
る
よ
う
に
置
い
て
出
て
来
て
ん
。
そ
し
た
ら
、
神
戸
に

来
て
か
ら
、
電
話
が
か
か
っ
て
来
て
、
キ
ミ
婆
は
、
お
金

を
置
い
て
行
っ
て
く
れ
た
と
思
た
、
て
ゆ
う
ね
ん
。
そ
や

け
ど
泣
い
と
っ
た
。
ほ
ん
で
お
父
ん
は
、
遺
書
や
と
思
た
、

て
。
こ
れ
も
涙
声
や
っ
た
」

つ
づ
く

い
ず
し
・
あ
か
る
咽
年
兵
庫
県
生
ま
れ
。
「
風
媒
花
」
「
火
曜
日
」
同
人
。
兵
庫
県

現
代
詩
協
会
会
員
。
詩
集
「
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
の
耳
」
（
編
集
エ
房
ノ
ア
刊
）
に
て
、

２
０
０
２
年
度
第
引
回
プ
ル
ー
メ
ー
ル
賞
文
学
部
門
受
賞
。

５
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と
み
達
の
生
活
も
は
し
け
か
ら
陸
上
へ
と
、
神
戸
港
湾
の
先

取
り
を
す
る
か
よ
う
に
、
兵
庫
の
ア
パ
ー
ト
に
馴
れ
て
い
っ
た
。

港
の
近
代
化
、
コ
ン
テ
ナ
船
に
よ
る
貨
物
の
大
量
輸
送
、
い
ず

れ
取
り
変
る
で
あ
ろ
う
航
空
貨
物
便
へ
の
移
行
。
と
み
が
女
の

人
生
を
賭
け
る
は
し
け
の
生
活
も
、
ゆ
き
や
海
で
生
活
す
る
子

供
た
ち
の
水
難
事
故
の
多
発
に
、
は
し
け
で
生
活
す
る
母
親
た

ち
の
悩
み
が
増
し
て
い
っ
た
。

神
戸
港
に
お
け
る
昭
和
三
十
五
年
八
月
の
、
は
し
け
船
内
居

住
率
の
調
査
の
結
果
、
神
戸
港
船
夫
数
九
三
九
人
、
そ
の
う
ち

船
内
居
住
者
五
八
九
人
、
船
内
居
住
率
六
二
・
七
％
と
発
表
さ

れ
た
。
そ
の
結
果
、
日
本
政
府
に
よ
っ
て
、
昭
和
四
十
年
六
月
、

港
湾
労
働
法
が
公
布
さ
れ
て
、
同
法
第
二
十
七
条
は
「
事
業
主

は
、
そ
の
雇
用
す
る
港
湾
労
働
者
を
、
は
し
け
に
居
住
さ
せ
な

い
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
規
定
し
た
。

そ
れ
を
受
け
て
神
戸
市
は
、
神
戸
港
湾
福
利
厚
生
協
会
に
よ
っ

て
、
国
産
波
止
場
に
、
は
し
け
専
用
の
住
宅
（
国
産
波
止
場
共

同
住
宅
）
が
建
設
さ
れ
た
。

波
止
場
共
同
住
宅
の
住
民
は
、
は
し
け
で
働
く
人
た
ち
が
主

で
、
親
会
社
が
そ
の
住
戸
を
買
上
げ
は
し
け
で
働
い
た
人
た
ち
、

こ
れ
か
ら
も
そ
の
会
社
と
か
か
わ
っ
て
行
く
人
た
ち
の
社
宅
と

い
う
よ
う
な
形
で
入
居
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
と
み
夫
婦
も
の

ち
に
こ
の
共
同
住
宅
に
入
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
も
っ

と
後
の
こ
と
に
な
る
。

へ

岡
本
真
穂

絵
・
新
家
保
夫

■
新
連
載
小
説
／
⑧

神
戸
は
し
け
の
女

歴
史
の
炎
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住
民
の
七
割
は
瀬
戸
内
の
出
身
者
で
、
残
り
の
三
割
は
九
州
の
出
身
者
で
あ
る
。

共
同
住
宅
と
い
っ
て
も
出
身
地
が
同
じ
と
い
う
こ
と
で
、
血
縁
関
係
が
成
り
立
っ
て

い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
当
時
の
共
同
住
宅
は
海
に
隣
接
し
て
い
た
。
現

在
の
建
物
の
北
側
は
高
速
道
路
が
走
っ
て
い
る
が
、
倉
庫
、
運
送
会
社
が
建
ち
並
び
、

は
し
け
生
活
者
は
陸
に
上
が
っ
た
と
い
う
だ
け
で
、
そ
う
環
境
の
変
化
は
な
か
っ
た
。

は
し
け
生
活
の
時
は
台
風
が
来
る
と
、
沖
引
き
船
で
つ
な
が
れ
な
が
ら
、
岸
壁
か
ら

遠
く
離
れ
て
集
落
を
作
る
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
船
底
に
は
子
供
や
妻
が
夫
と
運
命
を
一
緒
に
し
な
が
ら
、
息
を
ひ
そ
め
て

台
風
が
過
ぎ
る
の
を
待
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
は
し
け
労
働
者
が
普
通
の
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
よ
り
高
給
取
り
だ
と
い
う
こ
と
も
、
い
つ
何
が
起
る
か
も
知
れ
な
い
海
の

上
の
生
活
、
仕
事
が
危
険
と
隣
り
合
わ
せ
と
い
う
こ
と
で
納
得
で
き
る
の
で
あ
る
。

昭
和
三
十
八
年
七
月
六
日
に
生
れ
た
次
男
洋
介
は
、
は
し
け
の
子
と
呼
ん
で
い
い

の
だ
ろ
う
か
。
茂
、
ゆ
き
、
二
人
の
子
供
は
乳
呑
児
の
時
か
ら
船
に
ゆ
ら
れ
て
育
っ

た
の
だ
が
、
洋
介
は
金
子
ア
パ
ー
ト
、
谷
本
ア
パ
ー
ト
と
神
戸
っ
子
と
し
て
地
上
の

生
活
の
中
で
育
て
ら
れ
た
。

子
供
に
共
通
し
て
い
る
こ
と
は
、
と
み
の
古
里
で
あ
る
佐
柳
島
で
出
産
し
た
こ
と

で
、
本
籍
は
佐
柳
島
で
あ
る
。
子
供
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
、
岬
幼
稚
園
、
和
田
岬
小
学

校
、
吉
田
中
学
、
長
田
村
野
高
校
な
ど
、
多
く
の
友
人
を
作
り
な
が
ら
学
生
生
活
を

送
っ
て
い
っ
た
。
と
み
は
思
い
出
す
の
だ
っ
た
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
役
員
を
し
て
い
た
時
、

先
生
か
ら
呼
び
出
し
が
あ
っ
た
。
洋
介
の
制
服
の
乱
れ
を
注
意
さ
れ
た
こ
と
。
誰
も

が
一
度
は
経
験
す
る
男
子
学
生
の
好
奇
心
が
、
人
よ
り
少
し
ち
が
う
こ
と
を
し
て
見

た
い
と
い
う
男
心
だ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
そ
ん
な
思
い
出
も
作
り
な
が
ら
、
子

供
た
ち
は
両
親
に
多
く
の
心
配
を
か
け
る
こ
と
も
な
く
、
大
人
へ
の
道
を
力
強
く
成

長
し
て
い
っ
た
。
父
や
母
の
素
朴
で
真
面
目
な
生
き
方
、
子
供
た
ち
の
心
の
底
に
母

の
大
き
な
胸
で
飲
ん
だ
暖
か
い
母
乳
の
温
も
り
は
、
確
か
に
子
供
の
心
の
隅
に
消
え

る
こ
と
な
く
残
っ
て
い
る
。

茂ゆ
き
洋
介
多
く
の
人
が
経
験
す
る
こ
と
の
な
い

海
の
家

波
の
音

キ
ラ
キ
ラ

船
上
の
太
陽
に
さ
ら
さ
れ
た
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と
み
や
子
供
た
ち
の
生
活
を
神
戸
の
街
に
馴
染
ま
せ
な
が
ら
港
の
様
子
は
一
変
し

て
い
っ
た
。
海
上
文
化
都
市
の
誕
生
を
願
っ
て
昭
和
二
十
九
年
に
東
部
、
昭
和
四
十

一
年
に
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
建
設
が
ス
タ
ー
ト
。
こ
れ
か
ら
の
事
業
は
背
山
の
開
発

事
業
と
一
体
と
な
っ
て
進
め
ら
れ
た
。
山
を
削
っ
て
海
を
埋
め
る
一
方
、
土
取
跡
地

は
鶴
甲
、
渦
森
台
、
高
倉
台
な
ど
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
を
造
成
、
山
が
海
に
動
く
と
い

う
よ
う
な
感
じ
を
持
た
せ
た
。
そ
の
間
昭
和
三
十
九
年
須
磨
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
ー
が

完
成
。
高
倉
台
の
土
取
り
が
本
格
化
、
土
砂
は
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
ー
で
海
岸
へ
、
さ

ら
に
船
に
よ
る
海
上
運
搬
、
高
倉
台
団
地
の
土
肌
が
日
に
日
に
見
え
て
来
た
。
昭
和

四
十
一
年
四
月
防
波
護
岸
の
工
事
に
着
手
、
昭
和
四
十
三
年
十
月
九
日
、
ク
レ
ー
ン

船
の
上
で
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
起
工
式
が
行
わ
れ
た
。

昭
和
四
十
三
年
に
出
さ
れ
た
運
輸
政
索
審
議
会
の
答
申
を
受
け
、
国
の
一
億
五
千

万
円
の
補
助
金
を
五
大
港
で
受
け
、
約
二
万
ト
ン
の
買
上
を
実
施
、
廃
棄
す
る
こ
と

を
始
め
た
。
国
の
買
上
は
神
戸
の
船
主
を
動
か
し
、
さ
ら
に
は
し
け
生
活
者
の
人
生

チ
ャ
プ
ン

チ
ャ
プ
ン

木
造
船
に
打
ち
寄
せ
る

海
の
子
守
唄

台
風
が
来
て
も

お
父
さ
ん
の
目
が

お
母
さ
ん
の
目
が

お
ま
え
達
を
守
っ
て
い
た

こ
わ
く
て
も
息
を
ひ
そ
め
て
い
て
も

家
族
は
一
つ
だ
っ
た
ね

母
さ
ん
は

お
ま
え
達
を
産
ん
だ

佐
柳
村
の
娘
が

僻
の
女
に
な
っ
て

小
さ
な
小
さ
な
白
い
服

父
さ
ん
が
い
つ
も
そ
ば
に
い
た
ね

お
ま
え
達
は
幸
せ
者

こ
れ
か
ら

お
金
を
払
っ
て
も
経
験
出
来
な
い

僻
の
生
活
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と
み
が
佐
柳
島
か
ら
夫
順
一
に
託
し
た
は
し
け
生
活
者
の
一
つ
の
歴
史
は
確
実
に

終
ろ
う
と
し
て
い
た
。
は
し
け
生
活
者
は
船
会
社
の
力
関
係
や
雇
わ
れ
て
い
た
条
件

で
さ
ま
ざ
ま
な
人
生
を
生
き
る
こ
と
と
な
る
。

国
産
住
宅
に
移
り
住
み
会
社
の
陸
上
の
仕
事
を
も
ら
う
人
、
退
職
し
わ
ず
か
の
金

壷種巨＝
詞ご生邑串一画悪夢

を
変
え
な
が
ら
、
黒
煙
の
中
に
そ
の
言
葉
を
封
じ
込
め
た
。

1９

』 夢

そ
の
納
得
が

近
代
化
と
い
う
火
柱
と
な
っ
て

神
戸
港
の
淫
選
赤
く
染
め
て
い
る

炎
よ
何
を
涛
曙
う

鼻
を
つ
く
油
の
臭
い

黒
煙
は
足
ぶ
み
か

水
先
案
内
に
命
を
預
け
た

木
造
船
よ

お
き
え
は
こ
れ
で
死
ぬ
ん
だ
ね

俺
の
ほ
ほ
を
伝
う
涙
は
な
ん
だ

セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
力

そ
れ
と
も
仲
間
の
は
げ
ま
し
合
っ
た
声
か

炎
よ
俺
達
し
か
知
ら
な
い
惜
別
の
炎
よ

何
日
も
何
日
も

日
数
を
数
え
な
が
ら

船
の
重
み
を

何
日
も
何
日
も
か
け
な
が
ら

一
つ
の
時
代
の
終
り
を

俺
の
手
の
中
の
こ
ぶ
し
の
中
に

あ
つ
い
炎
を
残
し
な
が
ら

燃
え
て

燃
え
て

焼
け
崩
れ
て
行
く

造
成
と
い
う

海
の
上
の
人
工
島
の
沖
で

歴
史
の
炎
と
な
っ
て

メ
ラ
メ
ラ
燃
え
る
炎
よ

港
の
歴
史
を
変
え
る
ん
だ
ね
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こ
こ
で
生
れ
た
の
よ
れ

こ
こ
で
お
母
さ
ん
と
遊
ん
だ
の
よ
れ

私
は
神
戸
と
い
う
街
に
い
っ
た

私
は
和
田
家
に
嫁
い
だ

母
さ
ん

と
み
が
初
め
て
神
戸
か
ら
里
帰
り
し
た
父
の
新
盆
の
と
き
の
盆
踊
り
の
唄
を
、
母

の
新
盆
の
島
の
中
で
、
昔
ほ
ど
の
人
気
の
な
い
盆
踊
り
の
、
ト
ン
ト
ン
と
、
ゆ
る

や
か
に
打
た
れ
る
太
鼓
の
音
の
中
に
、
母
の
優
し
い
声
や
ぬ
く
も
り
の
な
い
こ
と
を

確
認
し
な
が
ら
聞
い
て
い
た
。

と
み
は
静
か
に
打
ち
寄
せ
る
お
参
り
だ
け
す
る
形
だ
け
の
墓
の
前
で
、
和
田
家
に

嫁
い
だ
姉
と
無
言
で
手
を
合
せ
て
い
た
。

を
も
ら
っ
て
古
里
に
帰
る
者
、
ま
た
神
戸
を
捨
て
切
れ
ず
、
民
間
ア
パ
ー
ト
に
住
み

職
を
探
す
人
、
子
供
た
ち
も
親
の
運
命
と
共
に
は
し
け
と
い
う
特
別
な
生
活
環
境
か

ら
一
変
す
る
の
で
あ
っ
た
。

と
み
の
夫
順
一
は
自
前
の
船
を
持
っ
て
い
た
た
め
、
そ
の
よ
う
な
同
じ
条
件
を
持
っ

て
い
た
仲
間
と
、
少
な
く
な
っ
た
は
し
け
運
送
の
仕
事
を
す
る
こ
と
に
な
り
現
在
も

続
い
て
い
る
。
た
だ
、
は
し
け
で
の
生
活
は
福
祉
法
か
ら
も
禁
じ
ら
れ
て
い
た
。

昭
和
五
十
二
年
六
月
激
変
す
る
神
戸
港
を
知
ら
な
い
ま
ま
、
と
み
の
母
は
、
と
み

の
兄
の
住
む
大
阪
の
地
で
他
界
し
た
。
そ
し
て
、
ゆ
き
は
美
し
い
娘
と
し
て
、
十
七

才
の
時
を
迎
え
て
い
た
。
母
の
よ
う
に
は
っ
き
り
と
し
た
働
き
者
で
あ
っ
た
。
そ
の

せ
い
も
あ
っ
て
か
、
若
く
し
て
二
つ
年
上
の
青
年
と
ア
ル
バ
イ
ト
先
で
知
り
合
っ
た

の
を
機
に
、
と
み
夫
婦
の
納
得
の
中
、
小
さ
な
ア
パ
ー
ト
を
借
り
て
生
活
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

昭
和
五
十
二
年
八
月
、
母
の
初
盆
を
兼
ね
て
大
川
家
の
人
た
ち
は
、
に
ぎ
や
か
に

佐
柳
島
に
集
っ
た
。
二
つ
の
墓
は
、
と
み
の
父
を
送
っ
た
時
と
同
じ
よ
う
に
、
土
葬

と
、
海
の
波
に
洗
わ
れ
る
よ
う
に
拝
む
だ
け
の
石
か
多
く
あ
る
墓
と
に
分
け
ら
れ
、

と
み
の
母
は
佐
柳
の
、
ザ
ブ
ン
と
い
う
大
き
な
波
の
音
を
聞
き
な
が
ら
佐
柳
の
土
と

波
の
中
に
永
遠
に
返
っ
て
行
っ
た
。

高
見
佐
柳
は

思
い
合
う
た
島
よ

（
そ
う
じ
ゃ
い
な
そ
う
じ
ゃ
い
・
か
け
声
が
入
る
）

中
の
小
島
が
子
じ
ゃ
孫
じ
ゃ
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一
一
雷
一
一

ｋ

昭
和
五
十
二
年
八
月
の
盆
は
、
と
み
が
い
ず
れ
二
本
の
足
で
こ
の
地
を
踏
め
な
い

悲
劇
を
知
ら
な
い
よ
う
に
、
と
み
を
大
き
く
大
き
く
包
ん
で
い
た
。

つ
づ
く

先
月
号
『
神
戸
は
し
け
の
女
ｌ
ゆ
れ
る
ｌ
』
の
文
中
で
、
順
一
は
毎
日
七
○
万
円

近
く
の
お
金
を
、
親
戚
筋
か
ら
借
り
て
い
た
借
り
先
に
支
払
っ
て
い
た
。
と
あ
り

ま
し
た
が
、
毎
月
七
万
円
の
誤
り
で
し
た
。
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
り
が
と
う

母
さ
ん

あ
り
が
と
う

う
ど
ん
を
重
箱
に
詰
め
て

配
っ
て
く
れ
た
ね

子
供
を
タ
ラ
イ
の
風
呂
に

入
れ
て
く
れ
た
ね

魚
で
味
噌
汁
作
っ
て

く
れ
た
ね

水
を
井
戸
か
ら
汲
ん
だ
ね

母
さ
ん

あ
り
が
と
う

黄
色
い

佐
柳
の
土
で
育
っ
た
花
が

母
の
父
の

墓
の
前
で

ゆ
れ
て
い
る

と
み
と
和
田
家
に
嫁
い
だ

姉
の
無
言
で
合
せ
る

手
の
間
に

無
言
の
言
葉
と
な
っ
て

古
里
の
墓
前
の
前
に
広
が
っ
て

広
が
っ
て

広
が
っ
て
行
く

・
ｈ

岡
本
真
穂
（
お
か
も
と
ま
ほ
）

詩
人
。
関
西
文
学
同
人
、
関
西
詩
人
協
会
会
員
、
神
戸
異
分
野
交

流
会
会
長
。
著
書
「
詩
画
集
花
野
」
「
御
影
」
。

自

画
年
ｂ
Ｆ

２
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